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問い合わせ　環境対策グループ （☎ 85２９５８）

　登別市は、2050年までに温室効果ガス排出量
『実質ゼロ』を目指す、『ゼロカーボンシティへ
の挑戦』を表明しました。
　地球温暖化によるリスクを軽減し、持続可能な
まちづくりを実現するため、家庭でできるゼロカ
ーボンアクションを紹介します。

　全国地球温暖化防止活動推進センターによると、
家庭から出るCO₂は、約32㌫が『照明・家電製
品などから』、約23㌫が『自動車から』、約16
㌫が『暖房から』排出されています。
　ゼロカーボンシティの実現には、一人一人がラ
イフスタイルを変えていくことが重要です。
　家庭でできるゼロカーボンアクションに取り組
んでみましょう。

　家庭から出るＣＯ₂排出量の約３割を占めてい
るのが『照明・家電製品などから』。最新の家
電製品は、省エネ化が進んでいるので、旧型の
同クラスの家電に比べると電気代が半分になる
ことも。
　家計にも環境にもやさしい省エネ家電・ＬＥ
Ｄ照明などへの買い換えを検討してみましょう。

・電気代が節約できます
・新しい省エネ家電は便利な機能も向上している
　ため、生活がより快適になります

　エアコン、テレビ、冷蔵庫、照明器
具、温水洗浄便座を省エネ製品に買い
換えた場合に、電気代や消費電力量と
ＣＯ₂排出量をどれだけ削減できるかを
詳しく知ることができます。
※詳しくは、環境省ウェブサイトをご
覧ください。

　環境保全意識を高めるため、市民の皆さまを対象に、
地球温暖化や環境（エコ）をテーマとした作品を募集し
ます。
　作品はクリンクルセンターなどで展示し、入賞者には
環境に配慮した製品を贈呈します。ぜひご応募ください。

※ペットボトルアートなどの立体的な作品も可能です。
※１人につき１点まで。
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【環境省ウェブサイトより】

募集期間 ８月１日㈪～31日㈬（当日消印有効）
募集作品 地球温暖化や環境（エコ）などをテーマにし

た絵、写真、俳句、標語など

規格 ハガキサイズ～Ａ４サイズ（高さ不問）

部門 子どもの部（小学生以下）
大人の部（中学生以上）

応募方法

問い合わせ 環境対策グループ（☎ 85２９５８）

任意の用紙に住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、参加する部門（子どもの部、
大人の部）を明記し、郵送または持参
で環境対策グループ（平日９時～17時
30分、〒059-0002幸町２丁目５）

※作品の返却を希望する方は、応募時にお知らせ
ください。

NOBORIBETSU

　私が初めて登別を訪れたのは、約20年前に
北海道を旅したときのことです。そのときか
ら、北海道に強い憧れを持ち、いつかは移住
したいと長年夢見ていました。
　地域おこし協力隊に応募したのは、憧れの
北海道で自分の経験を生かして地域に貢献し
たいと思ったからです。
　移住促進の取り組みやワーケーション、企
業誘致などを通して登別に関係する人口を増
やし、もっと活気ある登別にしたいと考えて
います。
　皆さんと力を合わせて、精一杯頑張ります。
　どうぞよろしくお願いします。

　私は韓国出身で、小説、映画などの
コンテンツに関する仕事や、飲食店の
経営などを経験してきました。
　地域おこし協力隊に応募したのは、
北海道の海に面した市町村で自分の料
理を追求したいと移住を考えていたと
き、白老町の友人から地域おこし協力
隊の活動について話を聞いたことが
きっかけです。
　登別を初めて訪れたときに感じた、
温泉や自然などの魅力をたくさんの人
に知ってもらうため、情報発信を行っ
たり、地域のイベント、商品などの強
化を図ったりして、登別のために尽力
したいと思っています。
　どうぞよろしくお願いします。

愛車の
バイク

特製の
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地域おこし協力隊
着任しました！！

が

関係人口コミュニティマネージャー
こあら　　　なおゆき

小荒　尚幸さん

登別観光マネージャー
み  き たかよし

美黄　孝善さん
趣味は料理で、
登別の特産品を使った
料理を構想中です

趣味はツーリングで、
休みの日はいろいろな所に
行っています！

　地域外の人材を積極的に誘致し、定住・定着をしてもらう
ことで、地域力の維持や強化を行う取り組みです。

地域おこし協力隊とは

６月１日から着任した２人の地域おこし協力隊を紹介します。
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